
 

 
 

日時：平成２１年１１月９日（月）  
午後１時～午後４時  

場所：ひと・まち交流館京都 ２階大会議室

 

１ 開会 

２ 尾池会長あいさつ 

３ 門川市長あいさつ 

４ 議事 

  融合委員会副委員長の指名 

５ ワークショップ 

 (1) プログラム説明 

(2) 京都市の現状と課題 

(3) 「未来の担い手・若者会議Ｕ３５」からの提案（中間報告） 

(4) 欠席委員からの未来像・重点戦略の提案披露 

(5) 未来像・重点戦略の書き出し 

(6) 発表 

(7) テーブル案のまとめ 

(8) テーブル案の発表，意見交換及び全体のまとめ 

(9) 尾池会長講評 

(10) その他 

６ 閉会 



　第１回融合委員会　出席委員名簿　（審議会員３７名，行政職員１６名）

テーブル№ 氏　　名 出　　　席　　　者 備　　　考 テーブル№ 氏　　名 出　　　席　　　者 備　　　考

会　長 尾池　和夫 財団法人国際高等研究所所長，前京都大学総長 テーブルには着かない。 麻生　圭子 エッセイスト 活性化

委員長 宗田　好史
次代の左京まちづくり会議座長，京都府立大学大学院生命環境科学研究科准教
授

テーブルには着かない。 石田　捨雄 株式会社京都環境保全公社取締役会長 うるおい

浅岡　美恵 NPO気候ネットワーク代表，弁護士 副会長 上村　多恵子 詩人，京南倉庫株式会社代表取締役 まちづくり副部会長

荒木　陽子 東山区長 京都市 髙木　博司 保健福祉局保健衛生推進室部長・歩くまち京都推進室担当部長 京都市

乾　亨 立命館大学産業社会学部教授 うるおい部会長 田中　翔 公募委員 活性化

川越　順二 建設局自転車政策課長 京都市 平竹　耕三 文化市民局文化芸術都市推進室長 京都市

齊藤　修 京都新聞社代表取締役社長 まちづくり 藤田　晶子 株式会社京都リビング新聞社営業・編集統括マネージャー まちづくり

菅原　さと子 社団法人京都市私立幼稚園協会前副会長 すこやか 本村　哲朗 公募委員 すこやか

田中　誠二 学校法人大和学園学園長 すこやか 秋月　謙吾 京都大学大学院公共政策連携研究部教授 活性化副部会長

辻　俊子 公募委員 活性化 浅利　美鈴 京都大学環境保全センター助教 うるおい

西村　隆 総合企画局長 京都市 大前　絵美 公募委員 すこやか

荒牧　敦子 社団法人認知症の人と家族の会京都府支部代表 すこやか 糟谷　範子 環境政策局「ＤＯ　ＹＯＵ　ＫＹＯＴＯ？」プロジェクト推進担当部長 京都市

在田　正秀 教育次長 京都市 加藤　博史 龍谷大学短期大学部社会福祉科教授 すこやか

梶田　真章 本山獅子谷法然院貫主 うるおい副部会長 小島　冨佐江 ＮＰＯ法人京町家再生研究会理事・事務局長 まちづくり

柴山　薫 総合企画局政策企画室長 京都市 髙嶋　学 京都府政策企画部長 活性化

孫　美幸 立命館大学大学院社会学研究科博士後期課程 活性化 寺田　敏紀 都市計画局景観創生監 京都市

長谷川　純 消防局次長 京都市 石田　敬子 交通局増収・増客担当部長 京都市

平井　誠一 京都市未来まちづくり100 人委員会代表幹事，株式会社西利代表取締役専務 活性化 遠藤　有理 公募委員 うるおい

光本　大助 公募委員 まちづくり 加茂　みどり 大阪ガス株式会社エネルギー・文化研究所主任研究員 まちづくり

小幡　正雄 公募委員 うるおい 川崎　雅史 京都大学大学院工学研究科教授 まちづくり

白須　正 産業観光局理事 京都市 炭崎　勉 総合企画局政策調整課長 京都市

谷口　知弘 中京区基本計画策定委員会座長，同志社大学大学院総合政策科学研究科教授 まちづくり 髙城　順一 行財政局財政部長 京都市

塚口　博司 立命館大学理工学部都市システム工学科教授 まちづくり部会長 竹下　義樹 社団法人京都市身体障害者団体連合会副会長，弁護士 すこやか

長屋　博久 京都市ＰＴＡ連絡協議会前副会長 すこやか 松山　大耕 未来の担い手・若者会議Ｕ３５議長，妙心寺塔頭・退蔵院副住職 活性化

西居　智司 上下水道局総務部長 京都市 森　洋一 社団法人京都府医師会会長 すこやか部会長

西村　明美 柊家株式会社取締役 活性化 ※各グループ５０音順

濱崎　加奈子 伝統文化プロデュース連ＲＥＮ代表 うるおい

林　建志 総合企画局政策企画課長 京都市
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最前列 

事務局，記者 

２～３列目 

傍聴者 

京都市基本計画審議会第１回融合委員会 配席図 
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第１回融合委員会ワークショップ・プログラム 

目的 京都の未来像と重点戦略のアイデアを抽出すること 

開  会  （１０分） ◇尾池会長，門川市長あいさつ 

ステップ 狙い／成果 内容 場，ツール 

ステップ１ （５分） 
導入 
 

◇プログラムの理解 ◇目的及びプログラムの説明 テーブルに分かれ
て着席 

ステップ２ （２５分） 
現状と課題の 
認識 ◇京都市の現状と課題の共有 

◇宗田融合委員長による説明 
・背景となる社会経済情勢 
・京都市の課題 
・融合の意義 
・未来像，重点戦略の考え方 

パワーポイントに
よる説明 

全
体

（５分） 
若者会議Ｕ３５
からの中間報告 

◇若者会議Ｕ３５から中間報
告 

◇松山議長による報告 
 ・若者会議の検討状況 

パワーポイントに
よる説明  

ステップ３ （５分） 
未来像・重点戦略
の書き出し ◇アイデアの抽出 ◇未来像・重点戦略をポストイ

ットに書く 
ポストイットに 
記入 

ステップ４ （３５分）

発表 
◇アイデアの共有 ◇未来像・重点戦略の発表 テーブルで個別に

発表 

休憩    （１０分）    

ステップ５ （４５分） 

テーブル案のま
とめ 

◇アイデアの整理 ◇未来像・重点戦略を整理分類 
模造紙上で，未来
像・重点戦略メモ
を整理分類 

テ
ー
ブ
ル 

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
（２
時
間
５
０
分
） 

ステップ６ （４０分）

全体共有 
未来像・重点戦略
のまとめ 

 
 
◇全体で未来像・重点戦略を
共有 

◇各テーブルからの未来像・重
点戦略の発表と全体での意見
交換 

◇宗田融合委員長による全体ま
とめ 

◇尾池会長による講評 

模造紙 
ホワイトボード 
プロジェクター 

その他    ◇次回案内  
 

全
体 

 

●参加メンバー 

尾池審議会会長／テーブルを巡回 

宗田融合委員長／スーパーバイザーとして全体管理 

各テーブル

のメンバー 

 

審 議 会 委 員      ５～６名 

行 政 職 員        ２～３名 

テーブルマネージャー       １名 

記     録          １名 

１０～１１名

（議論への 

 参加は， 

８～9 名） 

合 計 （１０～１１名×６テーブル）＋２名 ６５名 

 

ステップ５ テーブル案のまとめ（議論をまとめる） 

未来像・重点戦略メモを整理分類し，未来像・重点戦略（案）を作成 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

未来像 『景観先進都市京都』 未来像・・・・・・ 

未来像・・・・・・ 未来像・・・・・・ 

重点戦略 
・・・・ 
・・・・ 

重点戦略
・・・・
・・・・

重点戦略
・・・・
・・・・

重点戦略 
・・・・ 
・・・・ 

重点戦略 
・・・・ 
・・・・ 

重点戦略
・・・・
・・・・

重点戦略
・・・・
・・・・

重点戦略
・・・・
・・・・

重点戦略
・・・・
・・・・

重点戦略
・・・・
・・・・

重点戦略 
・・・・ 
・・・・ 

重点戦略 
・・・・ 
・・・・ 

重点戦略
・・・・
・・・・

重点戦略
・・・・
・・・・

重点戦略
・・・・
・・・・

●未来像・重点戦略をどうやってアウトプットしていくか 

ステップ３ 未来像・重点戦略メモを作成（議論を広げる） 

 
未来像 『景観保全都市京都』 

・・・・・・・・・・・・ 
・・・・・・・・・・・・・ 

重点戦略
・・・・
・・・・

重点戦略 
・・・・ 
・・・・ 

重点戦略 
・・・・ 
・・・・ 

未来像を大きなポストイットに， 

重点戦略を小さなポストイットに書

き出す（箇条書き）。 

※ 参加者には事前に検討を依頼 

ワークショップの結果を事務局で整理し， 

第２回（１２月） 未来像・重点戦略の項目の絞り込み 

第３回（ ２月） 未来像・重点戦略を肉付け 

第４回（ ４月） 第１次案の作成 

●次回以降の進め方 

重点戦略 
・・・・ 
・・・・ 

●「重点戦略」とは･･･（同左） 

① 分野横断的に施策・事業を「融合」し，戦略的に構築されるべきもの 

② 「共汗」の観点から，市民と行政の具体的な役割分担を明らかにしたもの 

●「京都の未来像」とは･･･（「未来の京都創造研究会最終報告書」から） 

① 京都の未来がこうあって欲しいという夢や願いを表現したもの 

② 市民，企業，行政が的確にイメージし，その実現のための責任と行動を共有できるもの 

資料３ 



京都市の現状と課題
融合委員会の果たす役割

融合委員会

宗田好史

資料４



京都市の現状と課題

• 人口減少社会・高齢化社会へ

• 変調をきたす地球の気候・温暖化防止

• 地域コミュニティの変化、

• 産業とまちの動向、事業所数・出荷額の減
少・商品販売額の減少

• 緊迫する京都市の財政状況、脆弱な財政
基盤



「融合」とは？

• 「harmonize（調和）」→「fuse（溶融）」

→「amalgam（汞和金）」→「unite（統合）」

• ①複数の異なったものの関係が、②融
合するには段階があり、③異なったレベ
ルで起こる。

• 融合は、体積（量）が減り？性質が向上
する？



融合委員会の「融合」とは？

• 部会相互の連絡調整を果たす委員会

• 市の部局間、政策領域間相互の調整を図
り、「行政の縦割り」をなくす

• 市民・事業者・行政のパートナーシップ・協
働・共汗を推進、「市民主導へ転換」する

• 政策の融合による戦略的意味（「未来の京
都創造研究会」から）

• 事業の融合を図り、無駄をなくし、少ない
投資で大きな効果を狙う



政策の融合

文化市民局、
総合企画局

都市計画局企
画･景観etc

産業観光局
観光部

産業観光局
商工部

政
策

京都創生(文
化・景観・観光）

都心再生/職
住共存

新時代の観
光（街中）

都心商業高
度化

施
策

文化遺産・景観・町家 ｻｰﾋﾞｽ化・女性化対策

町家再生

伝統文化

特別用途、景
観､交通､環境

業界の高度
化、技術改善

商業ﾋﾞｼﾞｮﾝ

事
業

ソフトとハー
ドの文化施
設整備

町家まちづく
りプラン、景観
政策評価

花灯路（東
山・嵐山）

新風館ｱﾝﾃ
ﾅｼｮｯﾌﾟ･屋
台起業



京都創生を進める観点

観光

景観 文化
（文化財防災を含む）



• 歴史的な知恵を活かし、都市文明のある
べき姿を率先して追及する役割

• 地方分権の先にある市民本意の真の地域
主権の確立を展望し、激動する時代に、大
くくりで未来像を共有しつつ、柔軟な対応と
する権限・財源、そして人間が地域に備
わっていることが地域主権

• 「財政計画」と「まちづくり」の融合、「環境
政策」と「まちづくりの融合」、、、

都市経営の理念：
「地域主権時代のモデル都市」

都市経営の理念：
「地域主権時代のモデル都市」



人口減少 少子高齢化

低炭素社会
財政健全化

（市民みんなの財政）

地域主権時代のモデル都市

自覚した市民とその行動を呼び起こす未来像と重点戦略

都市経営の理念

動かしがたい深刻な与条件

この１０年の喫緊の課題

未来像

未来像

未来像

未来像

重点戦略

重点戦略

重点戦略

重点戦略

分野別方針
分
野
別
方
針

分
野
別
方
針

分
野
別
方
針

分
野
別
方
針

分
野
別
方
針

分
野
別
方
針

強い影響力

本日の
検討事項



未来の担い手・若者会議Ｕ３５
からの提案について（中間報告）

未来の担い手・若者会議Ｕ３５議長

妙心寺退蔵院副住職 松山 大耕

資料５



１ 未来の担い手・若者会議Ｕ３５について

① 概ね３５歳未満の若者２６名で構成。９月２４
日に設置

② ６つのユニットに分かれ，若者ならではの観
点から基本計画審議会に対する提案をとりま
とめ中

③ 今回，中間報告を行い，若者ならではの観点
を融合委員会の議論に盛り込んでいただきた
い。



２ 提案の３つの視点

多様性・ワークライフバランス

リゾーム（根状）の

若者ならではのつな
がり方

１０年後，

社会は大きく変わって
いる



視点１ 多様性・ワークライフバランス

・ 伝統産業の活性化するために，女性にとって
良い環境を築く

・ 多様化する雇用形態をふまえ，生き方の選択
肢を広げるしくみ

・ 固定観念で高齢者をとらえず，多様化している
現状にあった活躍の場づくり



視点２ リゾーム（根状）の，若者ならでは
のつながり方

・ みんなが無理なく少しだけ努力（１％運動）す
る

・ ゆるやかな会議を毎日，どこかの区で開催

・ 若手の修行者やアーティストなど，特定の層に
絞ったネットワーク作り

・ 若者が学区に愛着を持てるよう，学区長の配
置

・ 公共空間全てを若者の活躍の場として活用



視点３ １０年後，社会は大きく変わっている

・ 情報収集能力が高く，柔軟でしなやかな好奇
心を持つ未来の高齢者が活躍

・ 京都の技術と伝統を活用し，１０～３０年かけ
て実施するプロジェクト

・ 電気を飛ばし無電柱化，近寄るだけで互いの
情報を交換できる動的コミュニケーションの発
達



   京都市基本計画審議会 総会へのコメント （立石 義雄） 
 

 不透明な時代にあって１つだけ確実性の高いことが「少子高齢化」である。 
将来の人口推計に基づいた議論が重要。 
ただし、徹底した未来志向の方針を踏まえれば、１０年先の推計では不十分。 
よく一世代３０年と言われるが、３０年先の人口推計に基づいた、３０年後

にどのような京都でありたいのかという理念とビジョンが必要。 
その中で、今後の１０年計画を位置づけていくことで、未来志向の軸がより

明確になる。 
 

 行財政改革における支出削減は重要。 
ただし、削減だけでは未来がない。収入を増やす視点も必要。 
雇用は所得増→消費増→地域社会の活性化につながる。 
特に、ビジョンに基づいた中長期に継続する施策やシンボル・プロジェクト

を示すことによって、雇用の７割を占める中小企業のヒト、技術、設備など

に対する投資意欲を引き出し、活性化することが出来る。 
 

 京都市だけの地域的視点だけではなく、国家、関西、京都府などのビジョン

との整合性を図り、それらの中で京都市を位置づける広域的視点が必要。 
例えば「中負担・中福祉」や「教育機会の平等」などが国家ビジョンである

ならば、その中において、京都は京都の人口推計や地域特性などを踏まえて、

どのような都市ビジョンをつくるのかということである。 
また、京都府の GDP は国内の２％程度。京都経済の持続的発展のためにも

他エリアとの広域的連携は不可欠である。ただし、連携は手段であり、目的

である「顧客創造」への道筋を議論することが重要である。 
 
 

資料６－１ 



 

未来像・重点戦略案記入用紙 提案者 西岡正子 

 

未来像名称：子育てしやすく、京の雅を味わえる生活 

京都市は他府県に比して教育が充実しているといわれている。もっと進んで世界のなかでも人

間として充実した子育てが歴史と伝統あふれる文化の中で実現できるように。 

重点戦略名称 戦略の概要（目標と取組の概要） リーディングプロジェクト 

子育てと雅の文化 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ワーク・ライフバランスのとれた社会建設

・正規雇用の確保 

・長時間労働規制の強化 

・長時間労働の廃止 

 正規雇用における長時間労働の実態を把

握→改善のためのバリアを明らかにする

・モデル事業の実施 

・京都市および京都市関連機関からの実施

・長時間労働をよしとする文化的概念の是

正にむけた改革→モデルの提示等 

・次世代育成法の徹底およびより進んだ条

例の制定 

 

男女共同参画社会の実現 

・保育所の確保、学校教育の充実 

・雇用、就業における規則実施の強化（現

実には規則等は順守されていない） 

・男女共同参画社会のモデルの提示による

啓発活動 

・男女共同参画のロールモデルの提示 

・学校教育・社会教育を通じた、また子ど

も、成人を対象とした教育の徹底 

・京都市および京都市関連機関からの実施

・次世代育成法の徹底およびより進んだ条

例の制定 

教育に関しては京都市は多

くの施策を実施。それらを

促進充実する。 

 

別紙 
資料６－２ 



 

未来像・重点戦略案記入用紙 提案者  堀場 厚 

 

未来像名称：真に活力ある日本をめざして 

グローバルな視点でリーダーシップが取れる優秀な人材を養成・輩出できる都市づくり 

重点戦略名称 戦略の概要（目標と取組の概要） リーディングプロジェクト 

グローバル人材 

育成戦略 

目標 

あらゆる分野においてグローバル化する

世界において、グローバルな視点・感覚で

活躍できる人材を養成・輩出できる環境を

作り上げ、日本の競争力を向上させると

ともに、世界の平和や環境問題等に積極的

に対応できるリーダーを育成する。 

 

取組概要 

１．京都の文化や歴史的なバックグラウン

ドを理解し、地元の文化に誇りを持ち、

責任ある社会人としての行動を心がける

ことのできる人材を養成する教育環境を

初等・中等教育からスタートさせる。 

 

２．教育現場において、実際に豊富な海外

経験やビジネス経験をした人たちを教育

現場に配置し、その経験や実績を活かし

た実のある教育を実践する。 

 

３．より多くの教員やその指導者に、民間

企業等においてインターシップを体験さ

せ、実社会を体験することにより教育者

としての社会的常識の幅を広げる。  

 

４．教員が独自性のある授業ができるよう

あらゆる障害を取り除く手立てを講じ、

積極的にやる気のある教育者を優遇する

システムを構築する。 

 

企業と教育界との相互乗り

入れ交流会の立上げ 

 企業と教育界が相互乗り

入れできる環境作りのため

に交流会をスタートさせ

る。広く企業に呼びかけ、

企業から教育現場への人材

派遣を行ってもらう一方、

教員の民間企業における

インターシップ制度を積極

的に推進し、こうした活動

に積極的に協力した企業に

は、広く見える形で表彰し

大きな栄誉を与えることに

より、相互乗り入れを促進

し、実のある教育の実践と

教育者としての更なるレベ

ルアップを図る。 

 

京都市を教育特区に 

 京都市を教育特区にして

あらゆるジャンルの専門

教育を実施。世界レベルの

専門教育をめざし、日本語

以外にも英語で授業を受け

られる学校や教室を新設。 

一方で、各国のインターナ

ショナルスクールの誘致を

積極的に実施し、その施設

や授業内容等を活用し、

積極的な交流を図る。 

 

別紙 
資料６－３ 
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第１回 京都市基本計画審議会 

 摘  録 

 
日 時：平成 21 年 10 月５日（月）10：00～12：10 
会 場：京都全日空ホテル 平安の間 
出席者： 

 秋月
あきづき

 謙吾
け ん ご

  京都大学大学院公共政策連携研究部教授 
 浅岡

あさおか

 美恵
み え

  ＮＰＯ法人気候ネットワーク代表，弁護士 
 浅利

あ さ り

 美鈴
み す ず

  京都大学環境保全センター助教 
 安保

あ ぼ

 千秋
ち あ き

  弁護士 
 荒牧

あらまき

 敦子
あ つ こ

  社団法人認知症の人と家族の会京都府支部代表 
 池 坊

いけのぼう

 由紀
ゆ き

  華道家元池坊次期家元 
 石田

い し だ

 捨
すて

雄
お

  株式会社京都環境保全公社取締役会長 
 板倉

いたくら

 豊
ゆたか

  西 京 区 基 本 計 画 策 定 審 議 会 議 長 ， 京 都 精 華 大 学 人 文 学 部 環 境 社 会 学 科 教 授 
 市川

いちかわ

 貢
みつぐ

  北区基本計画策定懇談会座長，京都産業大学経営学部教授 
乾

いぬい

 亨
こう

    立命館大学産業社会学部教授 
 岩井

い わ い

 吉彌
よ し や

  元京都大学大学院農学研究科教授 
 上村

うえむら

 多恵子
た え こ

 詩人，京南倉庫株式会社代表取締役社長 
 江頭

えがしら

 節子
せ つ こ

  弁護士 
 遠藤

えんどう

 有理
ゆ り

  公募委員 
 尾池

お い け

 和夫
か ず お

  財団法人国際高等研究所所長，前京都大学総長 
 大島

おおしま

 祥子
さ ち こ

  スーク創生事務所代表，楽洛まちぶら会事務局 
 大前

おおまえ

 絵
え

美
み

  公募委員 
 小幡

お ば た

 正雄
ま さ お

  公募委員 
 朧

おぼろ

谷
や

 壽
ひさし

  上京区基本計画策定委員会委員長，同志社女子大学名誉教授 
 梶田

か じ た

 真
しん

章
しょう

  本山獅子谷法然院貫主 
 加藤

か と う

 博史
ひ ろ し

  龍谷大学短期大学部社会福祉科教授 
 加茂

か も

 みどり 大阪ガス株式会社エネルギー・文化研究所主任研究員 
 河村

かわむら

 律子
り つ こ

  立命館大学国際関係学部国際関係学科准教授 
 小島

こ じ ま

 冨
ふ

佐
さ

江
え

 ＮＰＯ法人京町家再生研究会理事・事務局長 
 齊藤

さいとう

 修
おさむ

  京都新聞社代表取締役社長 
 繁田

し げ た

 正子
ま さ こ

  京都府立医科大学大学院医学研究科地域保健医療疫学講師 
 菅原

すがはら

 さと子
こ

 社団法人京都市私立幼稚園協会前副会長 
 孫

そん

 美幸
み へ ん

  立命館大学大学院社会学研究科博士後期課程 
 髙

たか

嶋
しま

 学
まなぶ

  京都府政策企画部長 



 2

 髙
たか

田
だ

 光雄
み つ お

  京都大学大学院工学研究科教授 
 立石

たていし

 義雄
よ し お

  京都商工会議所会頭 
 田中

た な か

 翔
しょう

  公募委員 
 田中

た な か

 誠二
せ い じ

  学校法人大和学園学園長 
 谷口

たにぐち

 知
とも

弘
ひろ

  中 京 区 基 本 計 画 策 定 委 員 会 座 長 ， 同 志 社 大 学 大 学 院 総 合 政 策 科 学 研 究 科 教 授 
 塚口

つかぐち

 博司
ひ ろ し

  立命館大学理工学部都市システム工学科教授 
 辻

つじ

 俊子
と し こ

  公募委員 
 土井

ど い

 勉
つとむ

  右京区基本計画策定委員会座長，神戸国際大学経済学部都市環境・観光学科教授  
 富樫

と が し

 ひとみ 公募委員 
 仲上

なかがみ

 健一
けんいち

  下 京 区 基 本 計 画 策 定 委 員 会 座 長 ， 立 命 館 大 学 政 策 科 学 部 政 策 科 学 研 究 科 教 授 
 長屋

な が や

 博久
ひろひさ

  京都市ＰＴＡ連絡協議会前副会長 
 西岡

にしおか

 正子
しょうこ

  佛教大学四条センター所長・教育学部教育学科教授 
 西村

にしむら

 明美
あ け み

  柊家株式会社取締役 
 西脇

にしわき

 悦子
え つ こ

  京都市地域女性連合会会長 
 橋爪

はしづめ

 紳也
し ん や

  伏 見 区 基 本 計 画 策 定 委 員 会 座 長 予 定 者 ， 大 阪 府 立 大 学 観 光 産 業 戦 略 研 究 所 長 
 濱崎

はまさき

 加奈子
か な こ

 伝統文化プロデュース連ＲＥＮ代表 
 原

はら

 健
たけし

  社会福祉法人京都市社会福祉協議会会長 
 平井

ひ ら い

 誠一
せいいち

  京 都 市 未 来 ま ち づ く り 1 0 0  人 委 員 会 代 表 幹 事 ， 株 式 会 社 西 利 代 表 取 締 役 専 務 
 細田

ほ そ だ

 一三
か ず み

  日本労働組合総連合会京都府連合会事務局長 
 松山

まつやま

 大耕
だいこう

  未来の担い手・若者会議Ｕ３５議長，妙心寺塔頭・退蔵院副住職 
 光本

みつもと

 大助
だいすけ

  公募委員 
 宗田

む ね た

 好史
よしふみ

  次代の左京まちづくり会議座長，京都府立大学大学院生命環境科学研究科（環境科学専攻）准教授 
 村井

む ら い

 信夫
の ぶ お

  各区市政協力委員連絡協議会代表者会議幹事 
 本村

もとむら

 哲
てつ

朗
ろう

  公募委員 
 山内

やまうち

 五百子
い ほ こ

 社団法人京都市保育園連盟常任理事 
以上 54 名     

（50 音順，敬称略） 
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１ 開会 
 
２ 市長あいさつ 

門川市長 

皆様には，審議会委員に御就任いただき，お礼申し上げる。 
はじめに京都市政を進めるに当たってこの時代の認識と市政の進むべき道筋につい

て，従前から私が考えていることを二点申し上げたい。 
一つは，更に加速度を増す時代の変化である。21 世紀初頭の四半世紀における京都

のグランドビジョンを描く京都市基本構想を策定して 10 年が経ち，この間に地球温暖

化をはじめとする環境の破壊，予想もしなかった金融財政危機，世界同時不況，格差

の拡大などグローバルな社会経済状況の問題が持ち上がり，これらが京都市民の日常

生活に大きな影響を及ぼしている。同時に，国内においても高齢化，少子化，単身化

といった家族形態の変化や地域社会の変貌，地域力の弱体化が進んでいる。 
この 10 年間の変化は予想を超えるものがあり，パラダイムシフト，既成概念の転換

が求められる中で新たな基本計画をつくっていく必要がある。 
もう一つは「共汗」と「融合」で，京都から地域主権時代のモデルをつくっていく

ということである。今，京都が進むべき道筋，京都の選択は，私が選挙のときにマニ

フェストとして市民の皆様にお約束させていただいたように，京都が誇るべき自治の

伝統を存分に生かし切って，地域主権時代のモデルとなる都市をつくっていくことで

ある。国任せにすることなく，主人公である住民と自治体が自治意識を，責任を共有

して行動する中でこそ実践，実現できると思っている。 
次に，新たな基本計画を策定するに当たって三点お願いしたい。 
一点目は，新たな基本計画は地域主権時代のモデル都市を目指した「共汗型計画」

であるということである。新たな基本計画は，誇り高き自治の伝統を有する京都が，

地域主権時代をリードする新しい自治の形を発信していく羅針盤となると考えている。

そのため，従来の行政施策のみが掲げられた行政計画の域を超えて，市民，ＮＰＯ，

企業，大学など様々な主体と行政が夢と希望，危機感と責任感を共有し，共に汗を流

して行動する「共汗型計画」として策定したい。 
  二点目は，「徹底した市民参加」と「徹底した職員参加」である。計画策定に当たり，

激動の時代にふさわしい基本計画の在り方自身を根本から問い直すために，新進気鋭

の若手研究者から成る未来の京都創造研究会を昨年設置し，本年８月に大変素晴らし

い報告をいただいた。また市民１万２千人アンケート調査や，京都の未来をテーマに

した子ども絵日記，若者提案の募集など，早い段階から市民の皆様の多様な意見を頂

戴するための様々な取組を実施するとともに，若者 26 名で構成する未来の担い手・若

者会議Ｕ35 を設置し，若者ならではの大胆，かつしなやかな発想で審議のサポートを

していただくことにしている。このように多様な市民，若者の意見を十分に汲み取っ

ていただきながら委員の皆様方に本音の議論をぶつけ合っていただき，徹底した市民

参加による御審議をぜひともお願いしたい。同時に，徹底した職員参加でそれを支え

ていきたいと思っている。本市を取り巻く様々な課題を徹底的に行政の職員が自ら洗

い出し，審議会に必要な資料を包み隠さず，的確に提供させていただくと同時に，申

し上げるべきことは職員の方からもきっちりと申し上げて，そして熱い議論を戦わせ

ることが大事だと思っている。 
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  三点目は「徹底した未来志向」であり，同時に「徹底した戦略性の追求」である。

厳しい社会経済状況の下で，内向き，縮み志向になることなく，未来の京都の夢をみ

んなで共有し，市民の皆様が「その夢なら共に行動しよう」と共感していただける，

そうした徹底した未来志向で，在るべき京都の未来像を大胆かつわかりやすく提起し

ていただきたい。同時に，本市を取り巻く厳しい現実に打ち勝って政策を推進してい

く戦略性が求められる。その点についても，よろしくお願いする。 
  皆様方の英知を結集していただければ，素晴らしい基本計画ができると確信してい

る。私たち京都市役所も全庁を挙げて支えていく。どうぞよろしくお願いする。 
 
３ 議事 

（１）会長選出 

司会（柴山政策企画室長） 

 議事（１）当審議会の「会長の選出について」，京都市基本計画審議会条例第４条第

２項で「会長は，委員の互選により定める」こととなっている。御推薦などあればお

願いする。 
 
原委員 

  本審議会の会長として尾池和夫委員を御推薦申し上げる。尾池委員は教育，防災各

分野などで京都市のために御尽力されるとともに，京都大学の総長も務められるなど，

専門分野のみならず幅広い分野で高い見識をお持ちの方である。 
 
司会（柴山政策企画室長） 

  ただいま，尾池委員にとの御推薦の声があったが，他にあればお願いする。 

  それでは尾池委員を会長に選出するということで，確認をさせていただく。尾池委

員を会長に選出するということでよろしいか。 
 

――（異議なしの拍手）―― 

 
司会（柴山政策企画室長） 

  それでは会長は尾池和夫委員にお願いする。 
 
（２）諮問 

  門川市長から尾池会長へ諮問書を手交 

 

（３）会長挨拶 

尾池会長 

  大変な重大な諮問をいただき身の引き締まる思いである。委員の皆様方におかれて

は，御協力をよろしくお願いする。 
  市長がよく，「京都は 1200 年の歴史」とおっしゃられるので，私は「1300 年でしょ

う」と申し上げている。例えばお酒の神様の松尾大社が 701 年にでき，同じ頃に伏見

稲荷もできて，お米の神様もお酒の神様も 1300 年以上前から存在する。その文化の下

に茶の湯が生まれ，最近の半導体の生産まで含めて色々なことが京都の地下水のうえ

にできあがってきた。そこからたくさんの人材が生まれてきた，これらも含めて京都

の文化だろうと思う。 
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これを基にして，国に頼らない京都独自の計画をまとめてほしいとのことである。

市長が「徹底した」ということにこだわっておられるようであるため，皆様の徹底し

た御意見をいただきながら審議を進めて参りたい。 
  基本計画は，2020 年度までとなっているが，2020 年を想定した時に皆様が思い浮

かべられることは，1990 年に対して 25％の二酸化炭素排出量を削減するとの政府の目

標が一つあると思う。京都は京都議定書のまちである。2020 年という，この 10 年間

の最後の年には二酸化炭素が 25％減っているはずで，それにやはり京都からも貢献が

なければいけないだろうと思う。 
  このように具体的なイメージを想定し，目標を設定しながら議論していただきたい。

色々なことが出てくると思うが，これからの議論を通じてまとめていければと思う。

どうぞ御理解と御協力をよろしくお願いしたい。 
 
（４）部会等の設置及び役職者の指名 

尾池会長 

中身の審議に入る前に体制を整えるため，審議会の構成及び運営について皆様方に

いくつかのことをお諮りしなければならない。まず，副会長の選任について，条例第

４条第２項で会長が指名することになっているため，指名させていただく。 
筆頭副会長を立石義雄委員，その他の副会長を浅岡美恵委員，宗田好史委員によろ

しくお願いする。 
 
――（３副会長，副会長席へ移動）―― 

 

尾池会長 

続いて審議会の構成について説明をさせていただく。 
まず，部会及び委員会について，条例第６条で「部会を置くことができる」，第７条

で「委員会を置くことができる」となっている。事務局から案を配付していただいて

説明をお願いしたい。 
 
――（事務局より審議会構成の案配付，資料説明）―― 

 
尾池会長 

まず，部会について，当審議会は 70 名規模の大規模なものであり，議論を深めてい

くためにいくつかの部会に分かれて，ある程度のテーマを決めて意見交換をしていく

ことが必要だろうと思う。事務局から説明いただいた案は，議論すべきテーマの内容

や行政組織との関連などを考慮して作成されているので，この案のとおり部会を設置

して参りたい。 
併せて，各部会の横断的な調整や分野横断的な政策の融合を検討するための委員会

を事務局案のとおり設置して参りたいと思うが，部会及び委員会を設置することを皆

様にお諮りしたい。 
 
――（異議なしの拍手）―― 
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尾池会長 

それでは案のとおり設置させていただく。 
続いて部会委員の指名について，条例第６条第２項で会長が指名する委員をもって

組織することとなっており，併せて委員会の構成員についても，条例施行規則第２条

で定められている委員の他に会長が指名するとなっているため，私から指名させてい

ただく。事務局から部会員と委員会の名簿案を配付していただきたい。 
 
――（事務局より部会員及び委員会名簿配付）―― 

 
尾池会長 

  部会の構成員については，名簿のとおりとさせていただく。 
次に部会長について，条例施行規則第１条第２項で会長が指名するとなっているた

め，指名させていただく。うるおい部会は乾亨委員，活性化部会は堀場厚委員，すこ

やか部会は森洋一委員，まちづくり部会は塚口博司委員に部会長をお願いしたい。 
  副部会長はそれぞれの部会の第１回会合のときに部会長から御指名いただくようお

願いする。 
  融合委員会の委員長について，条例施行規則第２条第３項で副会長が２人以上ある

ときは，あらかじめ会長が指名する副会長をもって充てるとなっているため，指名さ

せていただく。委員長は副会長の中から宗田委員にお願いする。 
  ここで一度整理すると，審議会の構成については，本日開催している基本計画審議

会委員の方全員にお集まりいただく総会，この下に専門の事項を調査し，審議する共

汗部会，そしてその部会の調整と横断的な調査及び審議を行う融合委員会を置く。こ

ういう構成になっている。よろしくお願いする。 
 
（５）資料説明 

 ○ 事務局から以下の資料を説明 

  ・ 資料４ 京都市基本計画策定方針 

  ・ 資料５ 京都市基本計画審議会スケジュール（案） 

  ・ 資料６ 次期京都市基本計画の策定の進め方 

 ○ 事務局から，「この 10 年，これからの 10 年 ～現行基本計画の総括及び京都市を

取り巻く現状と課題～」について報告 

 
（６）意見交換 

尾池会長 

  議事(6)意見交換に移るが，今の事務局の説明に対する質問も含め，自由な観点から

御発言いただきたい。 
 

梶田委員 

  ２点質問がある。今の資料説明では平成という元号だったが，この基本計画の期間

の説明では 2001 年から 2010 年と西暦になっているのは何か意図があってのことなの

か。それから観光客が 5,000 万人を超えたと統計上はなっているが，ビジネス客と観

光客を分けているのか，その積算の仕方も含めてお聞きしたい。 
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事務局（大田京都創生推進部長） 

一点目について，現行基本計画の上位に当たる基本構想が21世紀の最初の四半世紀，

25 年間の構想を示すことと位置付けられており，基本計画も 21 世紀の最初の計画で

あることをより明確にするため，平成 13 年から 22 年という書き方ではなく，2001 年

から 2010 年までという表記の仕方をとった。 
 
総合企画局長 

  京都市の観光の統計について，京都駅や三条京阪，高速道路のインターチェンジな

どの京都へ入ってくるポイント，ポイントで人数を算出するとともに，各ポイントで

アンケート調査を行っている。本市ではビジネス客は観光客に含まない形で算出して

いる。 
 
尾池会長 

  秋月委員，未来の京都創造研究会に参画されてどうであったか。 
 
秋月委員 

  若手の研究者の方中心に構成された研究会であった。先ほど徹底した職員参加とあ

ったが，この研究会においては職員の方が研究者と一緒になって議論する形で進めら

れた。非常に面白く，通常の審議会にありがちな事務局が案を出して委員がコメント

するのではない，ゼロから検討を進めていくものであった。そのため，職員参加を同

じようなやり方，雰囲気でやっていただければうまくいくのではないかと思っている。

また，京都市の職員，特に若手の方のポテンシャル，やる気も非常に印象深く感じた。 
 
尾池会長  

市長が言われた「徹底した市民参加」「徹底した職員参加」という二つのキーワード

が入っており，重要な意見である。 
 
松山委員 

  質問であるが，我々は 10 年間，絶対これをやるのだという，ぶれない大きい枠をつ

くることを想定して議論すればいいのか。３年や４年などの一定期間経過後に見直し

があるとの想定で議論をすればいいのか。どういうスタンスで我々はこれから議論す

ればいいのかをお聞きしたい。 
 
事務局（大田京都創生推進部長） 

  「京都市基本計画策定方針」において，「基本計画の推進体制や点検・評価の方法」

を記載している。計画の点検と評価をしっかり行い，いわゆるＰＤＣＡサイクルの形

で計画の実施状況を確認し，そしてその確認結果から改善を経て計画の推進につなげ

ていくことを考えている。御指摘のとおり，時代の変化に応じて変えるべきところは

柔軟に考えていく必要があることは，未来の京都創造研究会の報告書の中でも御指摘

いただいており，この基本計画の下に定める実施計画の中では戦略の見直しといった

ことを柔軟に行って参りたいと考えている。 
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加藤委員 

  31 年前の世界文化自由都市宣言は「都市は理想を必要とする」という素晴らしい文

言で始まっている。 
  次期の計画は課題や問題から計画を立てていくプロブレム・オリエンティッドとす

るのか，理想や価値創造といったところから立てていくのか，このことが非常に大事

だと思う。価値創造，哲学，こういったことをしっかり押さえて，演繹的な手法と帰

納的な手法と両方を大切にする必要があると思っている。 
それから融合のところが非常に重要になってくるが，他の分野との掛け合わせ，異

分野が出会うことで新しいものが創造される。ぜひその点よろしくお願いしたい。 
 

繁田委員 

  公衆衛生を専門とし，非常に厳しい環境にある医療現場や教育現場を回っており，

資料７の 21 ページで「市民生活実感調査でも満足度が着実に上昇」というデータがあ

るが，私が巡回している範囲では，色々な病気があっても医者にかかれないとか，救

急でも保険証を持たない方や自殺未遂で運ばれて来られる方が年々増えており，また

医療現場も大変疲弊している感がある。 
  この５年，大変厳しくなったということばかり聞き，私の実感とはずいぶん離れて

いるので，この調査の対象者や対象人数，回答方法や回答率などをお聞きしたい。 
  それから，現行基本計画策定時には格差問題はそれほど注目されていなかったかも

しれないが，医学のデータでは格差問題が深刻化しており，例えば，学校に行けない

子どもや自殺者の数など，現実認識として負のデータが要るのではないかと感じた。 
 
事務局（大田京都創生推進部長） 

  市民生活実感調査というアンケートを実施しており，調査対象の方は 3,000 人，回

収率は約 40％となっている。聞き方は，市政の各分野について満足度が上がったかを，

「そう思う」「どちらかといえばそう思う」「どちらともいえない」「どちらかというと

そう思わない」「そう思わない」という５択で御回答いただきそれを指数化したもので

ある。 
  二点目の負のデータについて，人口減少などをデータで挙げているが足りない点に

ついては御指摘を賜りたい。今後の審議においても，厳しい実態を隠すことなく市民

の皆様に真正面から提示して御議論いただけるよう，実態を表すデータを積極的に提

示させていただきたい。 
 
村井委員 

  醍醐でコミュニティバスの運営に携わっている。次期の計画でも「共汗」，市民と共

に汗をかくということを大事にしてもらえれば，もっと色々な地域の動きが出てくる

のではないかと思う。 
 

田中（誠）委員  
資料７の７ページを見ると，広域的な連携というのが京都府域や近隣府県，すなわ

ち国内に限定的な気がする。京都の都市としての国際競争力の向上や京都ブランドの

創出という観点からはもう少し基本計画の中に，新たに世界の中の京都というグロー

バルな視点があっていいと思う。 
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石田委員  
部会の運営について，４部会あるがあまり縦割りにならず横に連携して，違う分野，

部会からの意見も承っていただきたい。 
それを行政の推進本部の分野別ワーキングでまとめていただいて，違う分野の部会

からの意見を生かせるようにお願いしたい。 
もう一点は，送っていただく資料を１週間ぐらい前にいただきたい。事前に自分の

意見を整理するために早目にいただけるとありがたい。 
 

尾池会長 

 重要な御指摘を二ついただいた。前の日に資料が来て目を通せということでは大変

である。また宗田委員には，融合委員会においても部会間のつながりを持たせるよう

よろしくお願いする。 
 
上村委員 

  これからの 10 年の京都市の在り方というのを，未来志向型，理想型で考えるのと，

財政規律型を意識した形の現実路線で考えるのとではずいぶん変わってくる。どちら

かに偏ることなく，あまり小ぢんまりしない議論を最初は出して，そして進行の中で

現実路線の中に収束させていくということが大事なのだろうと思う。 
 ただ，制約としてあまり 10 年ということにこだわらず，30 年，40 年のプロジェク

トを考えながら，意見を出していければと思っている。 
 
仲上委員 

  委員としての肩書きに下京区基本計画策定委員会座長とある。他にも座長の方がお

られるので１回ぐらいそういう座長の方が集まって，意見交換なり懇談の場があれば

と思っている。 
 
長屋委員 

  京都の学校の歴史を遡ると，明治２年に市民一人ひとりがお金を出し合って学校を

つくったという歴史がある。しかし，現在の学校現場を見ていると，学校教育は行政

サービスという感覚があり，よく言われるモンスター・ペアレンツ等々の問題がある

のが現状なのかなと感じている。そのような現状をどうしていけばいいのかと考える

と，共汗の精神等を京都市民一人ひとりがもっと感じながら，まちづくりを考えてい

けるようにしていきたい。 
  そのためにも色々な子どもたちを育む環境を含め，長期的に 20 年後，30 年後のま

ちづくりのビジョンができればと考えている。 
 
山内委員 

 最近の経済情勢などで保育園に対する需要がかなり高まっている。特に今は，年度

の途中にもかかわらず，待機児童がかなりいる。保護者の方が職に就くため面接を受

ける際，子どもたちを連れては面接に行けない，保育所に入ってからしか就職活動が

できないというような実態がある。 
資料には，待機児童数のデータも重要であるので含めていただきたい。 
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髙嶋委員 

  京都府と京都市がしっかりと協調していくという立場で委員に選出されたと考える。

地域の連携という点で，人，物，お金，水，空気，観光客などは，非常に広域的に動

くことから，市と一緒に良い政策ができるよう，審議の中身を私どもの政策にも生か

せるようにしたいと考える。 
 
乾委員 

  各部会の議論が重なっていくところが非常に大事だろうと思う。融合の観点で資料

６の組織図，進め方についてお願いがある。 
 一つは，各部会で議論したものが融合委員会で一つになっていくという流れがある

が，部会においても他の部会と交流できるような自由さが必要である。 
  もう一つは，私自身は，行政職員は現場を一番よく知る大事なパートナーだと思っ

ている。そういう意味から行政で策定推進本部がつくられて，こちらの方できちんと

議論がなされるというのは非常に心強い。各部会で行政をパートナーと見なしながら，

そこで議論をしていくような形がつくれたらよいと考える。 
京都市の行政職員を議論のパートナーとする審議会運営をしていただき，他の部会

の議論もするならば，各部会の主管局同士がつながりながら，審議会ともつながると

いうのが非常に重要だと思っている。 
 

塚口委員 

  ４つの部会をいかに融合させていくのか，これがポイントだと思う。事務局の職員

の方々も，私たちもそれぞれの分野でもって議論するとともに，それがうまく組み合

わされるように努力したい。 
 
池坊委員 

  自分の専門の部会に属することも大切だが，まったく離れた新たな視点から意見を

頂戴して，それをまた専門の部会に入っている方が意見を揉むことも必要ではないか

と思う。 
 
西脇委員 

  若い人の意見も大切であり，色々な経験を積んだ者の意見も大切である。 
  特に京都は町衆の力のとても強いところで，いかにそういう力を地域の中で発信し

ていくかが大事である。今，当たり前のことが当たり前でなくなり，これを言葉で言

わなければいけない時代になってきているが，あまりにも豊か過ぎて人のつながりが

希薄になっている。地域のみんなが相互につながり，地域力を発信していくときにこ

の計画は成功していくと考えるので，色々な分野で交流できればと思う。 
 
西村委員 

 一つ疑問がある。審議会を進める中で一般市民がどのように参加できるのか，また

検討段階において意見を出せるようなところがどこかあるのか教えていただきたい。 
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事務局（大田京都創生推進部長） 

  スケジュール案の中でお示ししているように，第１次案と第２次案をまとめた際に

パブリック・コメントを実施し，シンポジウムなどの市民参画の機会を設けることを

考えている。また，基本的に部会，委員会を含めて本審議会の議事は公開とさせてい

ただく。他に，例えば部会に傍聴の方がおられてその方々の意見を取り入れることを

部会の中で話し合って決めることもあるかと思う。市民の方々の御意見をできるだけ

反映するよう努めたい。 
 
尾池会長 

  市民の方に御意見を出していただくことも大事だと思うので，よろしくお願いした

い。 
  次回の総会の開催は先ほど申し上げたように 10 箇月ほど先になろうかと思うが，そ

の間，色々なところで議論が進んでいくので，皆様方には色々なところで意見を伝え

ていただくなど御協力をよろしくお願いしたい。 
  最後に，事務局から事務連絡をお願いする。 
 
（７）事務連絡 

 ○ 事務局から第１回共汗部会及び融合委員会の開催日程を連絡 
 
４ 閉会 


